
【資料１】 令和４年度　体力・運動能力調査結果及び分析・対策 令和５年３月２９日

（１）令和４年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査の結果（全国平均を５０としたときの比較） (２)調査結果の分析

【-5ｐ以上】 【-5～-2ｐ】 【-2～0ｐ】 【0～2ｐ】 【2～5ｐ】 【5ｐ以上】
弱み 強み

②意識面　全国（割合％）との比較

全国体力・運動能力調査、運動習慣等調査＜意識調査＞の結果
　（体力合計点との相関が指摘されているものや松江市教育委員会として注目しているものを挙げています）

【-7%以上】 【-7～-3%】 【-3～0%】 【0～3%】 【3～7%】 【7%以上】
弱み 強み

（３）令和５年度の方針【学校全体での取組】
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①体力・運動能力面　全国（偏差値）との比較

タブレット等のICT
を使った学習でで
きたりわかったり
する

①体力向上や体育授業に関する校内研修会等の計画について
・校内での研修等を計画し、児童の実態や本校がこれまでに積み上げてきた体力向上の取組などを伝達、確認する。
・学期ごとに子どもの実態や課題を確認し、必要に応じて改善していく。

②体育科授業の工夫・改善について
・タブレット等のICT機器を利用しながら自分の動きを客観的に見たり、知ったりすることができる場を設け、「目標」や「ふりかえり」
を意欲的に取り組めるようにする。
・運動量を確保した授業づくりを行う。

③体育授業以外の活動の工夫について
・児童会を活用しながら、子どもたちが意欲的に関わり、運動したくなる場を積極的に設けていく。
・異学年交流、縦割りでの交流なども積極的に行う。
・なわとび集会、器械運動発表会などの行事を活用しながら体力向上、技能向上に努める。

④家庭・地域、近隣の学校・園等との連携、情報発信について
・中学校区の学校と連携しながらの取組を行い、他校の児童との交流がもてる場を設定していく。
・「体育ファイル」を活用し、これまでの記録を振り返りながら、家庭との情報共有に努める。
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